
平成２９年度第１回総合教育会議 次第 

日時 平成２９年８月４日（金） 

午後２時から午後３時まで 

場所 議会棟２階第５委員会室 

１ 開 会 

２ 市長挨拶 

３ 議 題 

 平成２８年度第２回会議における意見・要望等に関する取組状況について

 市長部局と教育委員会の主な連携事業等について 

 ア さいたま市子ども家庭総合センターについて 

 イ さいたま市立中等教育学校（仮称）の設置について 

４ その他 

５ 閉会 

【配付資料】

・次第

・資料１ 平成２８年度第２回会議における意見・要望等に関する取組状況について

・資料２ さいたま市子ども家庭総合センターについて

・資料３ さいたま市立中等教育学校（仮称）の設置について 



№ 意見・要望等 意見・要望等への主な取組状況

1 施設として現実的なのは公民館だと思われます
が、バリアフリー対応のほか、調理室の有無、定
員の問題などもあります。資料のモデルでは、子
ども５０人、ボランティア３２人とあり、８２人とあり
ます。ここまでの人数となるかは分かりません
が、実際に、２５人から３５人などのように具体的
な数字が出ているのであれば、公民館の稼働率
も含め、それぞれの公民館が利用可能か確認し
ていただければと思います。

【子育て支援政策課】
実施希望団体等から公民館を利用したいとの申
し出があった際には、利用希望公民館の稼働状
況の確認を含め、本事業での利用について生涯
学習総合センターや当該公民館等と協議を行っ
ています。

2 小さく生んで大きく育てるという考えで、まずはモ
デルケースを数例作る。それからコーディネー
ター役を探すところから始め、利用できそうな公
民館があればその地区で人材を集め、社会貢献
を考えている企業の協力を得て取組を進めるとい
うような仕組みを作り、息長く続けていけるように
できればよいと思います。

【子育て支援政策課】
本事業については継続性が重要であり、そのた
めには企業など様々な主体の参加・協力が望ま
れるものと考えています。現在、本事業について
はモデル実施として事業の立ち上げに至ったとこ
ろであり、今後、ニーズや課題等を把握しながら
継続性の確保のための方策について検討してま
いります。

3 保護者の立場からですが、市長がおっしゃった制
度設計、委員長がおっしゃった安全ということを考
えると、応援するということであっても、応援すると
いう事業の主体は市であることから、危機管理に
おける責任は市にあるので、統一的なガイドライ
ンの設定は必要ではないかと思います。アレル
ギー食材の表示の義務付けや避難経路の確認
や誘導方法について、スタッフ内の食品衛生管理
者等有資格者の確認、年代による食の好みへの
配慮など、ソフト面での配慮が必要ではないかと
思います。

【子育て支援政策課】
本事業の補助金交付要綱において、参加者の安
全確保の観点から、食品衛生法の遵守とともに、
保健所の事前相談（指導）を受けることを義務付
けました。また、保護者からのアレルギー疾患の
事前確認や食物アレルギー物質を含む食品の表
示のほか、避難経路の確認、保険の加入等につ
いても推奨しています。

№ 主な意見・要望等 Ｈ29における主な対応

4 学校の増築や改築に当たっては、既存の学校施
設の有効活用、放課後児童クラブは分野は違っ
ても同じ子どもたちが利用するものであり、是非
検討を進めていただきたいと思います。

【学校施設課】
馬宮西小学校（西区）の1階理科室を放課後児童
クラブに転用することとし、子ども未来局において
工事を行います。

平成２８年度第２回会議における意見・要望等に関する取組状況について

１　子どもの居場所づくり事業（多世代交流会食）について

２　教育環境整備と放課後児童対策ついて

資料１



さいたま市子ども家庭総合センターについて

平成２９年度 第１回 総合教育会議

子ども未来局 子ども育成部 子育て支援政策課

子ども総合センター開設準備室

平成２９年８月４日（金）
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資料２



施設概要

≪所在地≫
さいたま市浦和区上木崎４丁目４番１０号

≪敷地面積≫１３，９０６.２７㎡

≪延床面積≫１２，５３６.２６㎡
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施設の設置目的

子ども・家庭をとりまく課題に総合的に
取り組み、子ども・家庭、地域の子育て
機能を総合的に支援するための施設
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施設整備の目的と機能

目的

• 総合相談の実現

• 親子や小中高生の居場
所・交流の場の実現と相
談への誘導

• 市全体の子育て支援力
の向上

• 地域活動、世代間交流
の推進

機能

• 総合相談機能

• 専門相談機能

• 「地域の子育て」支援機
能

• 企画・研究機能

• 世代間交流・活動拠点機
能
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親子や小中高生の居場所・交流の
場の実現と相談への誘導を目的と

した「総合相談機能」

ぱれっとひろば

屋根付運動場

中高生活動スペース

ダンススタジオ・バンドスタジオ
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6



7
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総合相談の実現を目的とした
「専門相談機能」

専門相談機関の事務所を

一体的に配置
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施設構成
＜４階＞

専門機関総合事務室（児童相談所 ・こころの健
康センター ・総合教育相談室 ・男女共同参画
相談室 等） ・診療所

＜３階＞

子どもケアホーム ・こころの健康センター ・総
合教育相談室

＜２階＞

児童相談所

＜１階＞

総合案内 ・ぱれっとひろば ・屋根付運動場

・なんでも子ども相談窓口 ・なんでも若者相談
窓口

・中高生活動スペース ・バンドスタジオ ・ダンス
スタジオ

・子ども研究センター ・多目的ホール ・調理室

＜屋外＞

・冒険はらっぱ
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あそび・交流

総合相談窓口への誘導

専門機関と連携した相談対応

各専門機関での相談
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平成３０年４月１日施設フルオープン

平成３０年２月専門機関引っ越し
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平成２９年度 第１回 総合教育会議
平成２９年８月４日（金）

1

さいたま市立中等教育学校（仮称）の設置について

教育委員会事務局
学校教育部 高校教育課

資料３



１ 建物概要

（1）計 画 地：さいたま市大宮区三橋四丁目96番地ほか （現大宮西高等学校敷地）

（2）敷地面積：50,464.24㎡

（3）主要用途：学校（中等教育学校）

（4）延べ面積（計画建物）：校舎棟 約13,500㎡ 、合宿所 約380㎡ 、附属棟 約450㎡ 、合計約14,330㎡

（5）構造規模（計画建物）：校舎棟 鉄筋コンクリート造 地上４階建、合宿所 鉄骨造 地上１階建

（6）建物高さ（計画建物）：校舎棟 14.90ｍ 、 合宿所 4.9ｍ

２ 案内図 ３ スケジュール

2

さいたま市立中等教育学校（仮称）の校舎についてさいたま市立中等教育学校（仮称）の校舎について
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４ 配置図



５ 外観イメージ図
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想定外の事象や未知の事象に対しても、持てる力を総動員して主体的に解決していこうとする力

これからの社会に必要な資質・能力

グローバル人材の育成
「異なる文化を持った人々との交流を通して国際社会の中で生きる力」
「正解のない課題を解決する力や新しい分野を創造する力」
「相手の立場や主張を理解し協力・協働により課題を解決する力」 などをはぐくむ

中等教育学校の基本理念

世界的に認められており、課題探究型やコミュニケーション重視の授業を目指す中等教育学校のよい

授業モデル

国際バカロレアプログラム

このような若者を育成するために・・・

この基本理念を具現化する一つの手段として・・・
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１ 教育理念

さいたま市立中等教育学校（仮称）の教育についてさいたま市立中等教育学校（仮称）の教育について



※１ミドル・イヤーズ・プログラム・・・中等教育学校１～４年生（中１～高１相当）を対象としたプログラム
※２ディプロマ・プログラム ・・・中等教育学校５，６年生（高２，３相当）を対象としたプログラム

２ 中等教育学校 教育課程イメージ（案）

３ 今後のスケジュール

１年生 ２年生 ３年生 ４年生 ５年生 ６年生

ミ
ド
ル
・
イ
ヤ
ー
ズ
・

プ
ロ
グ
ラ
ム

※

１

デ
ィ
プ
ロ
マ
・

プ
ロ
グ
ラ
ム※

２

６年間一貫した指導

〇ＳＡＩＴＡＭＡ ＰＲＯＪＥＣＴ（仮称）の実施。
※ＳＡＩＴＡＭＡ PROJECT(仮称）・・・教科横断的な課題探究型の取組を行う授業

〇課題探究型、コミュニケーション重視の授業。
※国際バカロレアプログラム（ＭＹＰ）の手法を用いた指導

〇一部科目でイマージョン教育を実施。
※イマージョン教育 ・・・ 英語以外の授業を英語で教えることにより、

自然に英語を習得させる教育プログラム

〇ＳＡＩＴＡＭＡ ＰＲＯＪＥＣＴ（仮称）の実施。
※ＳＡＩＴＡＭＡ PROJECT(仮称）・・・教科横断的な課題探究型の取組を行う授業

〇課題探究型、コミュニケーション重視の授業。
※国際バカロレアプログラム（ＭＹＰ）の手法を用いた指導

〇一部科目でイマージョン教育を実施。
※イマージョン教育 ・・・ 英語以外の授業を英語で教えることにより、

自然に英語を習得させる教育プログラム DP（国際バカロレア）コース（仮）DP（国際バカロレア）コース（仮）

理数コース（仮）理数コース（仮）

人文コース（仮）人文コース（仮）
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